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城井崇議員 資料要求（令和 2年 7月 3日）への回答 

問１ これまでのセンター試験で、本試験と追試験の間の同等性検討のためにモ

ニター調査が行われている。その結果を数値で示していただきたい。 

具体的には、「大学入試センター試験モニター調査研究報告書」の開示をお願

いしたい。 

大学入試センター試験モニター調査の結果については、以下のとおり大学入試セン

ターから聞いております。 

 

  モニター調査は、同一人に２つの試験を解答させ、2 つの試験の得点を比較可

能とすることによって、本試験問題と追試験問題の難易度の比較検証することを

目的として、当センターの調査研究として実施しています。 

当該モニター調査は、国公立大学１年生を対象に実施しており、長時間にわた

る試験を受ける上でのモティベーションなどが実際の受験者とは異なることや、

分析対象人数に限りがあるなど、調査上の限界に留意する必要があると考えます

が、本試験と追試験について、平均点、標準偏差、最低点、最高点、平均点差、

相関係数といった基本統計量を分析した結果、難易度は概ね同等であることが確

認されています。 

※別添「大学入試センター試験のモニター調査結果について」参照 

なお、モニター調査の報告書は問題作成関係の委員会に提供し次年度以降の問

題作成の検討資料として利用されているものであり、今後の出題傾向や問題作成

のノウハウを類推される恐れがあることから、試験問題の機密保持のため、報告

書は非公開の扱いとしています。 

 

 

なお、モニター調査の報告書に記載があるその他の調査・実験のうち、試験問題の

機密保持に関わらないものについては、その結果の概要を大学入試センターに確認し

ているところです。 
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問２ 第２日程の試験場は、第２日程の受験者数に関係なく、第１日程と同程度

のアクセス（地理的便宜）を確保できるか。 

第 2日程の試験場の確保については、現在、文部科学省において、全国の高等学校

を通じて受験日に関する意向調査を実施しているところであり、その結果等を踏まえ

て検討することとなります。なお、1月 30・31 日に実施する大学入学共通テストにつ

いては、全都道府県に試験場を設定して実施する予定です。 

 

 

問３ 問２に関連して、２つの日程の試験場設定について、いつまでに何をする

のかの工程表の提出をお願いしたい。 

 

試験会場設定の工程表については、文部科学省が実施する受験日に関する意向調査

（7 月 20 日を締切）の結果等を踏まえ、都道府県（試験地区）ごとに試験会場の確保

に向けて、大学入試センターと大学等とで調整を行い、試験場等を記載した受験票を

12 月中旬までに大学入試センターから入学志願者に送付します。 

 

 

問４ ２つの日程の実施に伴う費用はいくらになるか。 

第１日程と第２日程の受験者数の比を複数設定し、それぞれごとの概算額を

知りたい。 

これは第１日程のみを想定した当初予算と比べてどれくらいの増になるか。 

その増分は受験料収入でまかなえるか。 

 

大学入学共通テスト（①1 月 16・17 日、②1 月 30・31 日）にかかる費用について

は、それぞれの日程における受験者数や会場数にも影響されることから、現在、文部

科学省において、全国の高等学校を通じて受験日に関する意向調査を実施していると

ころであり、その結果等を踏まえて必要な体制等を検討した上で必要な費用を積算す

ることとしております。 

 


